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5 章では，同期機能が可能なパケット通信網を対象とし，時変出力制御方式の s-ALOHA への適用
に関して述べた。本来 s-ALOHA は周期を基本とし，一方時変出力制御方式はパケット到着の時間差
を必要としているO 本章では この相矛盾する要求を解決した新しいプロトコルを、固定長パケット
に関し捕捉区間付 s-ALOHA として与え可変長パケットに関し末尾同期 s-ALOHA として与え，そ
の性能を評価した。
6 章は結論であり，上記研究全体についての成果を要約した。
論文審査の結果の要旨
地上無線や通信衛星などの多元放送伝送路を用いた高速な計算機開通信は，今後発展が期待される
移動体マルチメディア通信や可搬端末・パーソナル通信などの高機能化を図る上で極めて重要な技術
であり，従来より活発に研究が行われているO 本論文は，この多元放送伝送路において高速かっ効率
性の高いパケット通信方式の実現を目的として情報理論通信方式ならびに通信ネットワーク工学
の多面的な視点より取り組んだ研究をまとめたものであり，主な成果を要約すると次の通りであるo
(1) 地上無線網において，空間分割多重により伝送路のチャネル容量を有効に利用する方式としてロー
カル並びにグローパル網構成法を提案し基本通信性能の解析によりその有効性を検証するとと
もに，いくつかの評価尺度による最適網構成の設計法を開発しているO
(2) 多元放送伝送路を用いたパケット通信系のアクセス制御としてデータパケットの送信信号レベ
ルを時間的に変化させ，受信点での捕捉効果を強制的に誘起することによりパケット衝突を低減
し，大幅な通信性能向上を実現する時変出力制御方式を提案し，基本動作原理の確立と最適な時
変出力関数の導出を行っているO
(3) 従来より用いられていた ALOHA方式に本時変出力制御方式を適用したアクセス制御法を提示
し，スループット性能の大幅な改善を定量的に確認するとともに，各種の通信環境に対応した実
用的な通信フ。ロトコルを開発しているO
以上のように，本論文は地上無線や通信衛星における有効な計算機通信方式を提示し，その有効性
を明示するとともにシステム実現に対して多くの示唆を与えており，通信工学の発展に寄与するとこ
ろが大であるO よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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